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1. はじめに



















































票 ･ iJ吾(p,.0,- β日 .g)--T,p,I
′-′
ここで,siteoffdiagonalebmentpLmのdampingfactorであるBlmは




















































































中大理工 深 井 有
拡散係数の測定には多くの方法が用いられる｡弾性 効 (Gorsky効果 ),透過法,吸収 ･放
出法,NMR,中性子擬弾性散乱などであるO こうして得られた拡散係数のアレニウス･プロ
ットをfc｡,b｡｡金属について第1,2図に示す｡
拡散係数はbcc金属の方が一般に大きな値を持ち,同位元素効果も著しくnon-clalsicalな様相
を示す｡さらにbcc金属においては,T-D-Hの順に,また母体金属についてTa→Nd→Ⅴ
-Feの順に拡散が速くなっているが,これは拡散が interstitialsite間のトンネル過程によっ
て支配されているために,拡散原子の波動関数のひろがりとsite間の距離のかね合いできまる
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